
阪神高速１号環状線リニューアル工事

阪神高速道路株式会社 管理本部

管理企画部・大阪管理部・大阪保全部
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背景
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■阪神高速道路ネットワークの現状
1964年の開業以来、関西都市圏を繋ぐ都市高速道路として延伸を続け
る一方、開業から56年が経過し、総延長258.1kmのうち約3割にあた
る74.1kmの路線（環状線、池田線、守口線等）が開通から50年が経過。
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１号環状線リニューアル工事の概要

「高速道路リニューアルプロジェクト」の一環として、

1号環状線のリニューアル工事を、2020年度と2021年度の2カ年で実施

 1号環状線での大規模補修工事は、1988年に初めて実施し、その後2001年・2002年

の2カ年で実施

 以降20年近く経過し、現在では舗装や伸縮継手の経年劣化による損傷も健在化

⇒構造物の長寿命化を目的とした抜本的な対策が必要な状況。

2021年度（北行）の工事状況

2020年11月
環状線南行

2021年11月
環状線北行



主な工事概要

Ⅰ.構造物の長寿命化

▶コンクリート床版の高性能床版防水の実施

Ⅱ.安全性・走行性の向上、沿道環境の改善

▶安全性・走行性の向上のための舗装打ち換え

▶走行性の向上・沿道環境改善のための伸縮継手の取り替え

Ⅲ.サービスの向上

▶分合流付近の整流化、わかりやすい道路案内への改善
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本発表の骨子
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1. 大阪都市圏の高速道路ネットワークの特徴
と交通影響対策の着眼点

2. 各交通影響対策の実施概要

3. 環状線の特性に対応した総合的な広報戦略

4. 交通影響対策とその効果



1. 大阪都市圏の高速道路ネットワークの特徴
と交通影響対策の着眼点
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：大阪都市再生環状道路

（破線は淀川左岸線の未供用区間）

：環状南行通行止区間

◆高速道路ネットワークの一部区間の通行止めに対する交通影響対策を検討するうえでは、ネットワークの道路計画上の
役割や特徴を踏まえることが重要。

＜大阪都市圏の高速道路ネットワークの特徴＞

〇２つの環状道路で構成

⇒外環状道路の活用で 環状線を介さない連絡が可能

〇都心部で密な放射路線網

⇒外環状道路の活用で放射路線の代替機能が向上

⇒環状道路は放射路線や広域ネットワークの連絡路線

⇒東西路線は 環状線を介さない連絡が可能

⇒環状線直近以外は上りは入口、下りは出口を中心に
整備（≒環状線直近の出入口断面が最大交通量断面）

環状線の通行止（≒ 環状線を介さない連絡）には
「環」の活用と、「網」の補完に着眼した施策が有効
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◆環状線（南行）の通行止めでは、路線間利用が大きく影響を受け、大阪都心部で一時退出・再流入する交通が大量
に発生することによる交通影響を予測しており、特に、大阪都心部への影響を危惧
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交通影響予測（環状線南行）
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渋滞悪化

～“環”の活用と“網”の補完～

◆環状線（南行）通行止めでは、大阪都心部での一時退出・再流入（乗継）する交通により、端末出口等からの渋滞
発生や大阪都心部一般道の渋滞悪化等の交通影響が懸念。 ⇒ 都市機能の麻痺等の社会的・経済的影響も危惧。

◆大阪都心部の交通影響悪化の抑制を目的に、「乗継」の「分散」と「円滑化」に着眼した交通影響対策を検討。

＜交通影響対策の全体像＞
施策
種別

施策分類 施策項目 施策目的 施策イメージ

分
散

利用経路
の分散

広域う回

環状線通行止めに伴う乗継に
起因した出口渋滞や大阪都
心部の一般道での渋滞悪化
の抑制を図るために、

・都心流入を抑制する
・乗継不要路線に誘導する
・都心部での乗継を回避する

都市再生環状道路（大和川線等）経由
の優位性を訴求して都心流入を抑制する

未整備な淀川左岸線に代わり乗継不要な
東西路線へのう回を促して乗継を低減する

都心う回
環状線と直結しない暫定供用路線や端末
路線を活用して都心部での乗継を回避する

利用出口
分散

通行止区間の端末出口への
利用集中による出口渋滞や大
阪都心部の一般道での渋滞

悪化の抑制を図るために、

・乗継出口の利用を分散する
・端末出口の利用を抑制する

•通行止区間手前に流出促進出口が充
実する路線の乗継利用交通に対し、端
末以外の乗継出口の利用を促して乗継
利用出口を分散する

•端末出口に対し、渋滞発生を告知して、
端末出口利用の取り止めを促す

流入制御
端末出口からの出口渋滞を抑
制するために、上流からの流入
を抑制する

平常時でも入路閉鎖している入口に対し、
渋滞延伸状況に応じて入口を閉鎖する

利用時間
の分散

時差利用
過度な渋滞を抑制するために、
利用時間の分散を図る

渋滞のオンオフピーク時間帯の訴求や、時
間帯別所要時間比較情報を提供する

利用手段
の分散

取りやめ
(電車利用転換)

渋滞が予想される区間・エリア
の交通需要の低減を図る

大阪都心部での渋滞を訴求して車利用の
抑制を図る

円
滑
化

利用経路
の円滑化

信号制御
調整

環状線通行止めに伴う乗継
交通等が影響を及ぼす一般
道の混雑を緩和する

交通量増加区間やう回乗継経路に対し、
信号制御調整による交差点円滑化を図る

う回経路
案内

環状線通行止めに伴う乗継を
支援して一般道の混乱を低減
する

う回乗継経路に対し、う回案内看板を設
置して円滑なう回を支援する

本発表では対象外

「環」の活用
・大和川線等の活用で都心流入を抑制
・乗継不要な東大阪線等の活用で乗継を低減
・左岸線等との活用で都心の乗継を回避

「網」の補完
・近接する網を補完する乗継の適用拡大で乗継
利用出口を分散
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高速道路ネットワークに着眼した合理的な分散施策を検討
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道の混雑を緩和する

交通量増加区間やう回乗継経路に対し、
信号制御調整による交差点円滑化を図る

う回経路
案内

環状線通行止めに伴う乗継を
支援して一般道の混乱を低減
する

う回乗継経路に対し、う回案内看板を設
置して円滑なう回を支援する

本発表では対象外

「環」の活用
・大和川線等の活用で都心流入を抑制
・乗継不要な東大阪線等の活用で乗継を低減
・左岸線等との活用で都心の乗継を回避

「網」の補完
・近接する網を補完する乗継の適用拡大で乗継
利用出口を分散

13

高速道路ネットワークに着眼した合理的な分散施策を検討

：大阪都市再生環状道路

（破線は淀川左岸線の未供用区間）

：環状南行通行止区間

渋滞悪化

：大阪都市再生環状道路

（破線は淀川左岸線の未供用区間）

：環状南行通行止区間

渋滞悪化

：大阪都市再生環状道路

（破線は淀川左岸線の未供用区間）

：環状南行通行止区間

渋滞悪化

環状線通行止めにおける交通影響対策の着眼点



：大阪都市再生環状道路

（破線は淀川左岸線の未供用区間）

：環状南行通行止区間

各路線系統の
最大断面交通量

渋滞悪化

～“環”の活用と“網”の補完～

◆環状線（南行）通行止めでは、大阪都心部での一時退出・再流入（乗継）する交通により、端末出口等からの渋滞
発生や大阪都心部一般道の渋滞悪化等の交通影響が懸念。 ⇒ 都市機能の麻痺等の社会的・経済的影響も危惧。

◆大阪都心部の交通影響悪化の抑制を目的に、「乗継」の「分散」と「円滑化」に着眼した交通影響対策を検討。

＜交通影響対策の全体像＞
施策
種別

施策分類 施策項目 施策目的 施策イメージ

分
散

利用経路
の分散

広域う回

環状線通行止めに伴う乗継に
起因した出口渋滞や大阪都
心部の一般道での渋滞悪化
の抑制を図るために、

・都心流入を抑制する
・乗継不要路線に誘導する
・都心部での乗継を回避する

都市再生環状道路（大和川線等）経由
の優位性を訴求して都心流入を抑制する

未整備な淀川左岸線に代わり乗継不要な
東西路線へのう回を促して乗継を低減する

都心う回
環状線と直結しない暫定供用路線や端末
路線を活用して都心部での乗継を回避する

利用出口
分散

通行止区間の端末出口への
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阪都心部の一般道での渋滞
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・乗継出口の利用を分散する
・端末出口の利用を抑制する

•通行止区間手前に流出促進出口が充
実する路線の乗継利用交通に対し、端
末以外の乗継出口の利用を促して乗継
利用出口を分散する

•端末出口に対し、渋滞発生を告知して、
端末出口利用の取り止めを促す

流入制御
端末出口からの出口渋滞を抑
制するために、上流からの流入
を抑制する

平常時でも入路閉鎖している入口に対し、
渋滞延伸状況に応じて入口を閉鎖する

利用時間
の分散

時差利用
過度な渋滞を抑制するために、
利用時間の分散を図る

渋滞のオンオフピーク時間帯の訴求や、時
間帯別所要時間比較情報を提供する

利用手段
の分散

取りやめ
(電車利用転換)

渋滞が予想される区間・エリア
の交通需要の低減を図る

大阪都心部での渋滞を訴求して車利用の
抑制を図る

円
滑
化

利用経路
の円滑化

信号制御
調整

環状線通行止めに伴う乗継
交通等が影響を及ぼす一般
道の混雑を緩和する

交通量増加区間やう回乗継経路に対し、
信号制御調整による交差点円滑化を図る

う回経路
案内

環状線通行止めに伴う乗継を
支援して一般道の混乱を低減
する

う回乗継経路に対し、う回案内看板を設
置して円滑なう回を支援する

本発表では対象外

「環」の活用
・大和川線等の活用で都心流入を抑制
・乗継不要な東大阪線等の活用で乗継を低減
・左岸線等との活用で都心の乗継を回避

「網」の補完
・近接する網を補完する乗継の適用拡大で乗継
利用出口を分散
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高速道路ネットワークに着眼した合理的な分散施策を検討

環状線通行止めにおける交通影響対策の着眼点



2. 各交通影響対策の実施概要
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■利用経路の分散 ～大和川線等への広域う回を通じた都心流入抑制～

～「環」の活用～

16
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11/

東大阪
JCT

海老江JCT

三宝
JCT

至
尼
崎

三宅JCT（約500m手前） 使用データ 所要時間：仮設情報板での提供時間
分岐率：ETCデータより算出

（三宅JCT以東から尼崎以西へ向かう
ODに対し、大和川線への分岐率を整理）

集計期間 工事期間中に仮設情報板で情報を
提供していた時間帯（7-20時）

※分岐率は1時間丸め、所要時間は10分丸め
※工事前の分岐率は、10/1～16の平日平均

大和川線火災発生通行止め
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広域う回ルート(大和川線)分岐率

分岐台数

情報板提供所要時間(松原線)

情報板提供所要時間(大和川線)

広域う回ルート(大和川線)分岐率(10月平均)

分岐率(%)

所要時間(分) 分岐台数(台)

●：所要時間比較情報板設置個所

分岐率
推移

工事前 工事中 12月以降

47％ 55％ 52％

大和川線経由の方が
都心通過経路よりも
所要時間が10分早い

高速道路ネットワークに着眼した
合理的分散施策の評価



■利用経路の分散 ～利用集中が予想される端末からの利用出口分散を通じた乗継交通の分散～

～「網」の補完～

中之島西

扇町

阿波座
西長堀

法円坂

土佐堀

出入橋海老江
55

227
30

神戸線 → 守口線への乗継

海老江出口から 37 台/日

中之島西出口から 227 台/日

西長堀出口から 10 台/日

阿波座出口から 29 台/日

土佐堀出口から 30 台/日

出入橋出口から 55 台/日

法円坂出口から 10 台/日

対象データ：11/10～19（平日平均）

17

 

守口方面
中之島西⇒扇町

乗継できます

◆神戸線⇒守口線へのう回乗継では、中之島西出口への分散が機能
し、端末の土佐堀・出入橋出口からの渋滞発生防止に成功。

高速道路ネットワークに着眼した
合理的分散施策の評価



3. 環状線の特性に対応した総合的な広報戦略

18



～“情報提供”から“情報検索”へ～

個別の多様な情報ニーズに
対応できる検索環境を提供

（特設サイト）

情報提供
（全体・共通情報）

休日なら
買物行ける？

時間指定は普段より
●分前に出発すれば？

＜情報提供＞
従来の工事広報

電車の方が
早いかな？

朝の打合せは
午後に変える？

運行ダイヤを
どう組み直せば？

＜情報検索＞

交通影響予測に基づく

・渋滞をさけた経路
・平日・休日の比較
・所要時間の増減
・電車との時間比較

を能動的に検索取得

輸送ルート
見直さねえと

19

主要メディア等を使った一方向的な提供

通行止め情報

検索ログの解析で
多様な情報ニーズの
把握が可能に

さらなるサービス向上へ

環状線通行止めにおける広報の新たな着眼点



～より多くの“行動変容”への誘導の実装～

◆多くのお客さまの“渋滞をさける行動変容”を通じた利用の「分散」が不可欠
⇒予測情報を用いた行動変容の利点の適切な比較等により効果的かつ広範に訴求することが重要。

◆各種広報媒体は、情報告知と特設サイトへの誘導に注力⇒特設サイトでの情報検索を通じ、“渋滞をさける行動変容”
に導くことによって、大阪都心部での「分散」を実現させる“総合的広報戦略”を展開。

マスメディア・ネット広告
交通広告・掲載配布物

※通行止期間・区間、渋滞予測の告知

横断幕（本線・一般道）

立看板等（出入路、SA・PA）

※通行止期間・区間、渋滞予測の告知
※乗継・広域う回の案内

渋滞う回
電車利用
時間変容

特設サイト
※通行止期間・区間、乗継
※本線・一般道の渋滞予測

※経路検索サービスへの誘導

経路検索
サービス

（渋滞予測反映）

※う回経路
※所要時間

※時差利用
※電車利用

＜情報認知・特設サイト誘導＞ ＜詳細情報取得・個別検索＞ ＜個別検索＞ ＜行動変容＞

活用動機醸成

告知

交通影響の緩和

検索

う回ルート検索システム

※渋滞をさけた
乗継利用
時差利用

検索

検索

ﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞ
に最適

ﾗｲﾄﾕｰｻﾞ
にもﾘｰﾁ

経路変更

交通手段変更

電車利用との
予測所要時間を比較

前後時間帯との
予測所要時間を比較

時間帯変更

渋滞予測を考慮
したルートと通常
ルートを比較提供

20

＜総合的広報戦略＞

環状線通行止めにおける広報の新たな着眼点



◆特設サイトの表示回数は約300万回、訪問者（重複なし）は約70万人（初日は7万人超）で、広報の活発化に応じて増加。

◆特設サイトの各検索サービスも初日をピークに相当数の利用があり、この利用が期間中の行動変容の促進に寄与したと思慮。
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実績情報の提供サービス

予測情報の提供サービス

（万PV）
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「環状線リニューアル工事2020南行」における
特設サイトのアクセス状況



《メディア関連》

《WEB関連》

インターネット広告

動画広告

特設サイト

8月

20
広報媒体

YoutubeテレビCM（40秒）

SNS

記事広告

Yahoo スポンサードコンテンツ

乗りものニュース

スマートニュース

新聞折込チラシ

Yahoo プライムディスプレイ

GDN・YDN

NAVITIME

リスティング広告（Yahoo・Google）

YoutubeテレビCM（15秒）

20

11月

1 10 20 1

９月

10 20

10月

1 10

新聞広告

テレビCM

テレビパブリシティ

テレビCM（見逃し配信）

ラジオCM

ラジオパブリシティ

■広報の実施スケジュール
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27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25

8月 9月 10月 11月

万

工事期間工事前

最大

7万ユーザー

（初日）

■特設サイトの利用状況

直接アクセス

・ブックマーク

6%

検索エンジン

73%

リンク

7%

SNS

1%

その他(広告など)

13%

ユーザー数

N= 268,435

参考）ドライバーズサイト：約1万ユーザ/日

◆特設サイトの表示回数は約300万回、訪問者（重複なし）は約70万人（初日は7万人超）で、広報の活発化に応じて増加。

⇒ターゲットへの告知と特設サイトへの誘導は概ね成功。

■道路上の掲示物

22

横断幕

道路情報板

デジタルサイネージ

「環状線リニューアル工事2020南行」における
工事広報の実施と特設サイトへの誘導状況



南行の知見を踏まえた北行工事における追加施策

23

◆11号池田線を目的地とした利用ODの大半が福島入口へ集中すると予想。⇒福島入口付近の踏切閉じ込め対策
◆環状線（北行）の通行止めでは、難波～梅田といった、南行よりさらに大阪市内中心部における交通影響を予測

⇒ターミナル駅における広告を強化するとともに、平行するなにわ筋・四つ橋筋の利用分散を呼びかけ
◆南行において、工事開始日が浸透しておらず初日に激しい渋滞が発生するという事象あり⇒直前広報を拡充

交通誘導員
非常停止ボタン押下

特急列車
緊急停止

:平面部(対策の対象箇所)

：高架部

な
に
わ
筋

四
つ
橋
筋

福島入口付近の踏切閉じ込め対策

ポスターによる混雑注意喚起

駅広告の例（阪急大阪梅田駅）

TVCM（工事開始前日）



4. 交通影響対策とその効果
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吹田TB
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使用データ
トラカンデータ（渋滞判定）
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交通量

※1 池田線、守口線、東大阪線、松原線、堺線、大阪港線、神戸線（大阪地区）

※2 大和川線、湾岸線（大阪地区）、淀川左岸線、西大阪線
使用データ
各区間の交通量：トラカンデータ
阪神高速大阪地区流入交通量

=入口交通量 + 府県境からの流入交通量

※1入口交通量：ETCデータより推計
※2府県境からの流入交通量：トラカンデータ
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環状線 放射線 ※1 外周道路 ※2

阪神高速大阪地区流入交通量
(万台)

工事中工事前

工事前：10/1 ～16 平日平均

工事中：11/10~19 平日平均

◆放射路線の交通量が大きく減少した一方、大和川線や近畿道等の大阪都市再生環状道路等の外周路線等では交通量が大きく
増加した結果、阪神高速（大阪地区）の流入交通量は▲1割であった。

◆交通量の増減に伴い、平常時の渋滞は大きく減少したが、梅田出口や南森町出口等の端末出口や、法円坂出口や森之宮出口
等のう回乗継対象出口では長時間渋滞が発生しており、阪神高速（大阪地区）の渋滞量は、平常時と同程度。

１）高速道路における交通量と渋滞の変化（南行）
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２）一般道路の速度低下状況（南行）

◆平常日でも渋滞が常態化していた国道2号・1号や扇町通に接続する通行止区間との並行路や、それらを結ぶ東西路など、平常日
でも混雑が激しい道路と接続しているう回乗継経路等において、速度低下を確認。
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本町通

土佐堀通

四ツ橋筋

中央大通
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国道2号

扇町通

国道1号

■平常日（10/13～22）の速度分布図

※平日夕ピーク（16-17時台）における平常時－通行止時の平均速度差分図

凡 例
（走行速度差）
工事中 – 工事前

-10 km/h ～
-5 ～ -10km/h
-5 ～ +5ｋｍ/ｈ
+5 ～ +10km/h
+10 km/h～

期間：工事前（2020年10/13(火)～22(木))
工事中（2020年11/10(火)～19(木))

時間帯：夕ピーク時（17～18時台)
：工事通行止め区間

※工事中の速度が20km/h未満の区間のみ図示

凡 例
（走行速度）

～10 km/h
10 km/h超～20 km/h
20 km/h超～30 km/h
30 km/h超

期間：工事前（2020年10/13(火)～22(木))
時間帯：夕ピーク時（17～18時台)

※商用車プローブのリンク速度データより

※商用車プローブのリンク速度データより

※平日夕ピーク（16-17時台）の平均速度分布図

■平常日ー通行止時の速度差分図
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■平常日（10/13～22）の速度分布図

※平日夕ピーク（16-17時台）における平常時－通行止時の平均速度差分図
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（走行速度差）
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期間：工事前（2020年10/13(火)～22(木))
工事中（2020年11/10(火)～19(木))

時間帯：夕ピーク時（17～18時台)
：工事通行止め区間

※工事中の速度が20km/h未満の区間のみ図示
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期間：工事前（2020年10/13(火)～22(木))
時間帯：夕ピーク時（17～18時台)

※商用車プローブのリンク速度データより

※商用車プローブのリンク速度データより

※平日夕ピーク（16-17時台）の平均速度分布図

■平常日ー通行止時の速度差分図
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３）環状線（南行）RN工事期間中の都心部（大阪市都心6区）の車利用の抑制状況（南行）

◆大阪都心部への影響を評価するにあたり、都心部での利用交通の抑制率を、大阪市都心6区の走行台キロの変化で評価。

◆走行台キロ（車両がエリア内で走行した距離の合計）は、高速道路が半減、一般道路は微増となり、合計では19％の減少。

⇒ネットワークを活かした分散施策や工事広報等により、都心部での利用抑制（広域なう回や利用取り止め）を達成。

27
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工事中（2020年11/10(火)～19(木))

対象路線 ：一般道路のセンサス対象路線
交通量 ：センサス交通量をベースに、工事前・中の変化率

（実態調査より）を調査地点周辺の区間に適用

集計対象：大阪市都心６区
北区・中央区・福島区・西区・浪速区・天王寺区工事前 工事中

北区
1.01

中央区
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福島区
1.01

西区
1.02

浪速区
1.00 天王寺区

1.01

都心内外利用交通

都心外々利用交通

都心内々利用交通

凡 例
（増加率：工事中/工事前）

1.03 ～
1.02 ～1.03
1.01 ～1.02
1.00 ～1.01

：工事通行止め区間
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３）環状線（南行）RN工事期間中の都心部（大阪市都心6区）の車利用の抑制状況

◆大阪都心部への影響を評価するにあたり、都心部での利用交通の抑制率を、大阪市都心6区の走行台キロの変化で評価。

◆走行台キロ（車両がエリア内で走行した距離の合計）は、高速道路が半減、一般道路は微増となり、合計では19％の減少。

⇒ネットワークを活かした分散施策や工事広報等により、都心部での利用抑制（広域なう回や利用取り止め）を達成。

28
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低頻度 218 41.3% 17.4% 25.7% 11.9% 14.2%

中頻度 319 21.3% 37.3% 21.3% 27.9% 16.3%

高頻度 93 32.3% 50.5% 19.4% 32.3% 20.4%

阪神高速

利用頻度

■利用頻度別のお客さまの利用取り止めに関する理由（工事後アンケート結果より）
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◆交通量および阪神高速（大阪地区）の流入交通量の変化率については南行と同様の傾向。
ただし、元々の平常日の交通量が南行時点より増加。

◆一方、外周道路の渋滞量が大幅に増加。これは、新型コロナウイルスの影響（交通量が2021 年6 月頃から回復傾向）のほか、
南行では最も大きな影響を受けた12 号守口線の代替として13 号東大阪線が機能していたが、北行で大きな影響を受ける11 号
池田線に対する代替路がなく、広域う回路線との効果的な接続がないことが影響しているものと思料。

4）高速道路における交通量と渋滞の変化（北行）
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交通量 渋滞状況



5）環状線（南行・北行）RNに関するアンケート結果

30

施策実施を踏まえた環状線リニューアル工事
における交通影響の評価

◆問合せ件数は、工事内容や通行止め区間・期間に関するものが大きく減少し、昨年度より4割減。
区間・期間以外に関する集計でも2.5割減。

◆アンケート調査では、普段より阪神高速道路を利用されるお客さまの多くから、
想定していたよりも交通影響は少なかったとの評価をいただけた。
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環状線RN工事の問い合わせ内訳
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1

思っていたよりも交通

影響は少なかった

交通影響は概ね思っ

ていた通りだった

思っていたよりも交通

影響は大きかった

その他 影響を想定できてお

らず答えられない

今回の工事期間中の交通影響は思っていたものと比べ全体的にどうでしたか？

(阪神高速高頻度利用者 N=492)

■2020南行 区間表記

■2021北行 区間表記

（参考）

■問合せ件数 ■アンケート調査



①整備が進む、大阪都市圏の高速道路ネットワークの役割や特徴を踏まえ、「環」の活用と

「網」の補完に着眼した、合理的分散施策を多様な訴求手法により実現。

②予測に基づく比較情報の、検索を通じた提供環境を整備するという新発想で、多様な情報

ニーズへの対応と計画的な行動変容への誘導を具現化。

③広報媒体と特設サイトの役割を明確にした連携で、より快適な利用に導くことを通じた、分散

に寄与する行動変容をより多くのお客さまに実行いただける総合的広報戦略を展開。

大阪都心部一般道の交通影響悪化の抑制 ＆ お客さまからの高評価

31

大規模通行規制時の交通影響対策の新しいあり方を概成する一歩 👣

ネットワークの充実や情報検索社会の成熟を踏まえた

環状線リニューアル工事における
交通影響対策の総括



ご清聴ありがとうございました
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